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ソフトウェア ・ ツールの開発

＜システム開発・保守業務の効率化＞

情報ジステム部

＜璽旨＞ 、ノフトウェア・ツ ー ルとは，ジステム開発や保守作業を 手助けする 道具としてのソフトウェ
アであり，業務処理 ‘ノフトウェアの開発・保守における 生産性と信頼性の 向上を 図ることを目的として

いる。昨年「ソフトウェア・ツ ー ル設備計画」を策定し，今までに17ツ ー ルを開発，使用し，所期の効

果をあげている。58年度も情報処理業務の重点項目として同計画の推進を図って行く予定である。

1 開発の背景と目的
ジステムの開発 ・ 保守工程は第 1 表に示すとお

りであるが，各工程の作業は，人間への依存度が
高く，またソフトウェア技術者の個人差が ‘ノフト

ウェアの生産性や品質に大きく影響している。そ

こで生産性と信頼性の一層の向上を図るため，従

来の労働集約的生産方式から，ソフトウェア・ツ
ー ルを利用した，より近代的な生産方式への脱皮

が緊急の課題となっている。

第1表 システム開発・保守工程
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2 ソフトウェア ・ ツールの概妻

ソフトウェア・ツ ー ／レとは，ソフトウェア技術

者の手助けをする道具としてのソフトウェアをい

ぅ。ッ ー ／レの例を第 1 図に示す。

現状 ツールによる自動化
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今回の計画で整備するツ ー ルは，第 1 表の工程

の中，必要度が高く，比較的作成が容易なプログ

第2表開発の狙いと開発ツール例
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ラムの作成以後の工程に重点をおいている。開発
の狙いとツ ー ル例は，第2表のとおりである。

最近3ヶ月のツ ー ル使用実績と，会話型フ゜
ログ

ラム作成ツ ー ルによる発変電・送電・通信設備管
理ジステムでの開発実績を第3表に示す。

第3表ツール使用状況

ツ ー ル使用実績 (57/4~ 
57/12)

57年11月 1163回ツ ー ルによる自動作成分(A)10,190ライン
57年12月 1166回1プログラマー手作業分 (B) 9,444ライン

58年 1 月 1352回 自動生成率(�)A+B 51.9%

3あとがき

ッ ー ルは「整備計画」に基づき，今後拡充を進
める。当部は長期目標として，今後10年間，ソフ

トウェアの生産性を年平均3％ずつ向上させるこ
ととしているが，ツ ー ルがその中核的役割を果す
ことを期待している。 （事務ジステムG)
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